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要約

自己の価値を随伴させている領域で失敗した
時に、自尊心は傷つきやすく不安定

そうした傷つきやすさ・不安定さに対し、単純
なプライミングをかけることで、失敗時の

自尊心の低下

ネガティブな感情
を和らげることができる
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おおまかに

自己価値の随伴性

Theories of Intelligence

自尊心
ネガティブな感情

Learning Orientation
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問題 自己価値の随伴性

自己価値をどこに随伴しているかは人によって異なる
（Crocker, Luhtane, Cooper,& Bouvrette,2003）
学業に自己価値を随伴させている人は、学業で成功すると
自尊心は増え、失敗すると減る（Ｃｒｏｃｋｅｒ，Sommers, & 
Luhtanen, 2002）
学業に自己価値を随伴させる程度が大きい人ほど、悪い
結果だったときに自尊心はより低くなる（Crocker, 
Karpinski, Quinn,& Chase, 2003）
自己価値を随伴させている領域で失敗すると、自尊心は
傷つきやすく、不安定（Crocker & Wolfe, 2001）
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問題 Theories of Intelligence

能力に関する二つの考え方
Entity Theory・・・能力は遺伝によって決まっており、人
生において増えたり減ったりしない（固定的）

Incremental Theory・・・能力は環境要因によって磨くこ
とができる（可塑性のある）

Incremental Theoryを信じている人よりも、 Entity 
Theoryを信じている人のほうが、 失敗時に自尊心が
傷つきやすく不安定になる。なぜなら、失敗時に、知能
だけでなく自己価値全体に延長してしまうから（Dweck, 
2002）
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問題

精神的に不健康なのは

Entity Theoryを信じている

自己価値を随伴させている領域で失敗
すること
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問題 Learning orientation

失敗時のショックを和らげるためのLearning 
Orientationが有効（Dweck, 2002）

Learning Orientationとは、経験から何を学

ぶことができるかを考えること
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問題 目的

Entity Theoryを信じているひとが、自尊心を

随伴させている領域で失敗した時に、自尊心
は傷つきやすく不安定になるか

Incremental Theoryを信じることでその傷つ

きやすさ・不安定さを弱めることができるか
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方法 被験者

被験者

入門的な心理学の授業を受講している学生128人
（男性34人、女性87人、不明7人）
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方法 材料

材料
Theories of Intelligence Scale (Dweck, 2000)

• Self-theories of intelligence
Contingencies of Self-Worth Scale (Crocker, Luhtanen, 
Cooper, & Bouvrette,2003)

• Academic CSW
20-item state self-esteem scale (Heatherton & Polivy, 
1991)

• Self-esteem
7-point Rosenberg self-esteem scale (Rosenberg, 1965)

• Self-esteem
Brief version of the Multiple Affect Adjective Check List 
(Zuckerman & Lubin,1965)

• negative affect（不安、抑うつ、敵意）
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方法 Contingencies of self-worth scale
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方法 Academic CSW

自分をどう思うかは、私が学校や職場でどれだけ優
秀であるかということとは結びついていない

学校や職場でよくできることは、私に自尊の気持ち
を与えてくれる

学業や仕事でうまくやっているとわかると、自分をい
い感じだと思う

私の自尊心は学業や仕事の成績によって影響され
る

学業や仕事の成績が十分でない時はいつでも、私
は自分を駄目だと思う
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方法 手続き

手続き

質問紙で計測（ Self-theories of intelligence、
Academic CSW、自尊心 ）

↓

テストを受けてもらう（このとき問題中の文章にプライミン
グが施されている Entity or Incremental）

↓

フィードバック(成功or失敗)
↓

質問紙で計測（自尊心、ネガティブ感情）
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方法 被験者間条件

学業に自己価値を随伴させる程度

H
L

プライミング

Entity
Incremental

フィードバック

成功

失敗
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結果 自尊心

L群
失敗しても自尊心はそこまで低く
ない

EntityとIncrementalで有意差な
い

プライミングとフィードバックに交
互作用なし（F<1.0, p>.50）

H群
Entity-成功条件と失敗条件で有
意差あり（ｔ（17）=3.48, p=.003）
Incremental-有意差なし（ｔ（21）
=1.07, p>.30）
プライミングとフィードバックに交
互作用あり（F(1,37)=4.64, 
p=.038） 16

結果 ネガティブな感情

L群
フィードバックの主効果は有意

プライミングの主効果は有意でな
い

プライミングとフィードバックの交互
作用も有意でない

H群

Entity 3つすべてで有意差あり

Incremental
• 不安と抑うつ 有意差なし

• 敵意 有意差あり（しかしEntityの
時程ではない）

＊

＊
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考察

Entity Theoryを信じているひとが、自尊心
を随伴させている領域で失敗した時に自尊
心は傷つきやすく不安定で、ネガティブな感
情を感じやすい

そうした傷つきやすさ不安定さ、ネガティブな
感情に対し、単純なプライミングをかけること
で、失敗時の

自尊心の低下

ネガティブな感情
を和らげることができる
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